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第 ２ 回  熊本県議会 国際スポーツ大会推進特別委員会会議記録 

 

平成27年６月29日(月曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前11時43分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 （１）２０１９女子ハンドボール世界選手

権熊本開催に関する件 

 （２）ラグビーワールドカップ２０１９熊

本開催に関する件 

 （３）２０２０東京オリンピック・パラリ

ンピック競技大会に関する件 

 （４）共通 

 （５）付託調査事件の閉会中の継続審査に

ついて 

 （６）その他 

――――――――――――――― 

出席委員(15人) 

        委 員 長 溝 口 幸 治 

        副委員長 田 代 国 広 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 藤 川 隆 夫 

                委  員 荒 木 章 博 

        委  員 重 村   栄 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 早 田 順 一 

        委  員 髙 野 洋 介 

                委   員  田 大 造 

        委  員 橋 口 海 平 

        委  員 河 津 修 司 

        委  員 松 村 秀 逸 

                委  員 中 村 亮 彦 

        委  員 松 野 明 美 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 商工観光労働部 

         部 長 髙 口 義 幸 

政策審議監 奥 薗 惣 幸 

観光経済交流局長 小 原 雅 晶 

観光課長 満 原 裕 治 

国際課長 磯 田   淳 

くまもとブランド 

推進課長 成 尾 雅 貴 

 教育委員会 

教育理事 金 子 徳 政 

教育政策課長 田 村 真 一 

体育保健課長 平 田 浩 一 

総務部 

人事課長 青 木 政 俊 

 企画振興部 

地域・文化振興局長 山 本 國 雄 

地域振興課審議員 小 牧 裕 明 

 健康福祉部 

障がい者支援課長 井 上 康 男 

 土木部 

道路都市局長 手 島 健 司 

都市計画課審議員 緒 方   誠 

 警察本部 

警務課長 林   修 一 

交通規制課長 木 庭 俊 昭 

総合企画室長 井 野 新 輝 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     政務調査課主幹 松 野   勇 

     政務調査課主幹 法 川 伸 二 

――――――――――――――― 

  午前９時59分開議 

○溝口幸治委員長 おはようございます。た

だいまから第２回国際スポーツ大会推進特別

委員会を開会いたします。 

では、まず私から御挨拶をさせていただき
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ます。執行部を交えての最初の委員会ですの

で、代表して御挨拶を申し上げます。 

本委員会のメンバーを見ていただくとおわ

かりのとおり、論客がそろっております。国

際スポーツ大会、それぞれ関係者の方々の御

努力によって誘致も成功しました。あとは、

しっかり準備を整えて成功させるのみであり

ます。執行部もそれぞれ準備に取りかかって

いるかと思いますが、議会でも特別委員会を

つくって一緒になって大会を盛り上げて成功

に導きたいというふうに思っておりますの

で、この委員会でしっかりとした議論ができ

るように、執行部の皆様そして委員の皆様方

の御協力をどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

簡卖ではございますが、委員長としての御

挨拶にかえさせていただきます。 

ありがとうございました。 

それでは、副委員長からも一言御挨拶をお

願いします。 

 

○田代国広副委員長 おはようございます。 

 本来ならば溝口委員長を補佐してというと

ころですけれども、私の場合は溝口委員長の

足手まといにならないように十分注意しなが

ら、円滑な委員会運営に努めてまいりたいと

いうふうに思っております。 

 したがって、執行部の皆さん、そしてまた

委員各位の御指導と御協力をいただきながら

円滑な委員会に努めてまいりますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。お世話になり

ます。 

 

○溝口幸治委員長 それでは、執行部を代表

して髙口商工観光労働部長から、御挨拶をお

願いいたします。 

 

○髙口商工観光労働部長 おはようございま

す。 

 執行部を代表いたしまして御挨拶と、それ

から本委員会の付託案件の概要について説明

をさせていただきます。 

 溝口委員長、田代副委員長を初めとしまし

て、委員の皆様方には当委員会に付託されま

した３件を御審議いただきます。執行部とい

たしましても、経済浮揚等大きなチャンスと

して捉え積極的に取り組んでまいりたいと思

いますので、御指導のほどよろしくお願い申

し上げます。 

 それでは、付託案件の現在の状況を説明さ

せていただきます。 

 恐縮ですが、着座にて説明させていただき

ます。 

 第１に、「2019女子ハンドボール世界選手

権熊本開催に関する件」でございます。 

 平成25年10月28日に熊本における開催が決

定し、平成27年１月27日には「2019女子ハン

ドボール世界選手権大会熊本推進協議会」を

設立いたしました。今後、市町村や競技団体

などとともに、シンボルマークの作成、運営

計画等の作成に向けて取り組んでまいりま

す。 

 第２に、「ラグビーワールドカップ2019熊

本開催に関する件」でございます。 

 平成27年３月２日に、熊本県・熊本市が、

全国12の開催都市の１つとして決定されまし

た。今後、熊本市や競技団体などと連携し、

大会の盛り上げ等に取り組んでまいります。 

 これらの大会につきましては、今年度から

準備を本格化させたところであり、大会の成

功に向けて、スピード感を持ってしっかりと

準備を進めてまいります。 

 第３に、「2020東京オリンピック・パラリ

ンピック競技大会に関する件」でございま

す。 

 2020年７月から８月にかけて、東京都を主

会場にオリンピックが行われ、８月から９月

にかけてパラリンピックが開催されます。 

 今後、各市町村や競技団体の意向を伺いな

がら、キャンプ誘致の実現に向けて取り組ん
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でまいります。 

また、本県から多くのオリンピック・パラ

リンピック出場者を生み出せるよう、選手育

成強化に向けて支援を行うこととしておりま

す。 

最後に、それぞれに共通する事項といたし

まして、「国際スポーツ大会を契機とした地

域活性化」がございます。 

これらの大会開催やキャンプ誘致を一過性

のものに終わらせるのではなく、本県がさら

に飛躍する大きなチャンスとして生かし、

「次世代に引き継がれていく有形・無形の熊

本の財産」、いわゆる「レガシー」を築いて

いきたいと考えております。 

このため、６月８日に全庁一丸となって取

り組む推進組織として、「くまもと国際スポ

ーツ大会推進本部」を設立いたしました。 

今後、本委員会並びに各委員の皆様のお力

添えをいただきながら、競技団体、企業、学

校にとどまらず、多くの県民の皆様などとも

連携し、着実に準備を進めてまいりたいと考

えております。 

初回となります本日の委員会では、各案件

へのこれまでの経緯や概要、本年度の取り組

みなどについて御説明させていただくことに

しております。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

○溝口幸治委員長 次に、執行部関係部課の

職員の自己紹介をお願いいたします。 

 

（髙口商工観光労働部長、奥薗政策審

議監～井野総合企画室長の順に自己紹

介） 

 

○溝口幸治委員長 それでは、審議に入りま

す。 

 お手元に配付しております本日の次第に従

い、まず執行部から一括して説明を受け、そ

の後、質疑は議題ごとに行いたいと思いま

す。 

 なお，委員会の運営を効率的に行いたいと

考えておりますので、説明につきましては簡

潔にお願いをいたします。 

 満原観光課長。 

 

○満原観光課長 観光課長の満原でございま

す。 

 それでは、まず「2019女子ハンドボール世

界選手権大会熊本開催」関係について御説明

いたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 まず、経緯について御説明いたします。 

 表の上から、これまでの経過を簡卖にまと

めております。 

 平成25年10月28日に、女子ハンドボール世

界選手権大会の日本・熊本での開催が決定い

たしました。 

 翌年の３月28日には、県庁内の推進本部と

して、熊本県2020東京オリンピック・パラリ

ンピック競技大会推進本部を立ち上げ、女子

ハンドボール世界選手権大会の開催準備、ラ

グビーワールドカップ2019の試合会場誘致、

オリンピック・パラリンピック等のキャンプ

誘致について、その取り組みの方向性ととも

に積極的に対応していくことを確認いたしま

した。 

 同年の６月27日には、実務的な検討を横断

的に進めるため、県、熊本市の担当課長及び

競技団体で構成する「きてクマＰＴ」を設置

いたしました。これはプロジェクトチームと

しての位置づけでありますが、競技やテーマ

に応じて部会を設置し、共通の課題への対応

を具体的に検討するものです。 

 平成26年度においては、女子ハンド、ラグ

ビーの部会を設けています。 

 具体的な検討としましては、女子ハンド部

会では、試合会場選定に係る市町村への意向

調査及び現地調査、シンボルマークの募集内

容等の個別事項を協議しています。 
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平成27年１月27日には、熊本側で大会開催

に係る調査・検討を行う組織として、県、熊

本市及び関係団体で構成する2019女子ハンド

ボール世界選手権大会熊本推進協議会を設立

しました。この協議会では、大会の基本理

念、大会の概算予算などのほかシンボルマー

クの作成、試合会場候補地の検討を行うこと

としています。 

加えて、大会開催に向けた機運の醸成とし

て、平成27年３月、富山県氷見市で開催され

ました第10回春の全国中学生ハンドボール選

手権大会にて周知活動を行いました。 

また、６月８日には、さきに御説明いたし

ました平成26年３月設置の推進本部を改編す

る形で、くまもと国際スポーツ大会推進本部

を設置いたしました。本部会議では、経済

界、学校、県民などオール熊本での取り組み

を全庁を挙げて取り組んでいくことを確認い

たしました。 

大会の成功のためには、関係者間の情報共

有化が重要ですし、あらかじめ計画に定めた

節目、節目の到達点を確認し、改善していく

作業が必要となります。このため、これらの

ことが着実に実行できるよう、市町村及び関

係団体に協力いただきながら、段階的に組織

の拡充・強化を図ってまいります。 

次に、大会の概要について御説明いたしま

す。 

主催者は、国際ハンドボール連盟で、この

世界選手権は２年に１回開催されています。

開催期間は、平成31、2019年11月から12月に

かけて、15日間程度の予定になっておりま

す。 

参加チームは24チーム、試合数は合計で88

試合あります。具体的には、まず予選ラウン

ドとして１グループ６チームを４グループに

分け、その総当たり戦で60試合があり、各グ

ループの予選上位４チームが決勝トーナメン

トに進出します。 

決勝トーナメントでは決勝を含めた本戦15

試合及び順位決定戦５試合の合計20試合、ま

た予選敗退チームで行われる順位決定戦の８

試合が行われ、合計で88試合となります。 

２ページをお願いいたします。 

次に、平成27年度の取り組みについて御説

明いたします。 

本年度は、県、熊本市、県ハンドボール協

会、関係団体及び日本ハンドボール協会とと

もに大会の基本理念を検討し、各種大会の視

察・調査を通じて、大会の基本方針の策定に

向けた取り組みを推進します。また、大会の

認知度向上に向けた活動を展開してまいりま

す。 

平成27年度は、2019女子ハンドボール世界

選手権大会推進事業として、予算額は2,500

万円余となっており、組織委員会の設立、基

本方針の検討、デンマーク大会の視察及び大

会の広報等を行うこととしております。 

本年度のスケジュールについては、既に５

月20日からシンボルマークの一般公募を開始

しました。この募集、選定手続を通じて、大

会の広報も行ってまいりたいと考えていま

す。この募集期間は、７月７日までとなって

おります。 

夏ごろには組織委員会を設立したいと考え

ており、現在、日本ハンドボール協会と協議

し、構成員の検討を行っています。 

この組織委員会の運営体制についても、大

会開催の準備から終了、開催に至るまでトー

タルのプロセスの中で、２つの国際スポーツ

大会開催の相乗効果を意識し、それが計画段

階から発揮できるよう、効率的な運営体制の

構築に向けて検討を進めているところです。 

この運営体制の具体化に当たっては、関係

者それぞれの責任、役割や関係者間の連携を

計画当初から意識して、その組織構図を形づ

くっていくことが重要と考えています。今

後、県庁内の体制整備とともに、基本計画、

運営計画と熟度を高めていく中で、市町村や

競技団体等に協力いただきながら、着実に実
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行できる体制を構築してまいりたいと考えて

います。 

なお、このことは、後で御説明いたします

ラグビー、オリンピック・パラリンピックに

ついても同様でございます。 

また、ことし12月に熊本の前々回大会とな

るデンマーク大会が開催されます。そこにお

いても、その視察等を予定しております。こ

の視察では、会場及び試合運営はもとより、

宿泊、輸送、警備、開会地の装飾など調査す

ることとしており、今後の基本方針等の参考

としたいと考えております。 

なお、県ハンドボール協会、県ラグビー協

会と連携し、街頭パレード等の実施により機

運醸成を図っていく取り組みも計画していき

たいと考えております。 

また、年度末には大会の基本方針を策定す

ることとしています。 

女子ハンドボール世界選手権大会関係の説

明は、以上でございます。 

続きまして、ラグビーワールドカップ2019

熊本開催関係について御説明いたします。 

３ページをお願いいたします。 

 まず、経緯について御説明いたします。 

 平成21年７月にラグビーワールドカップ20

19の日本開催が決定後、県、熊本市、熊本県

ラグビーフットボール協会などが一体となっ

て、招致活動を行いました。 

例えば、街頭パレードの実施やフォーラム

の開催、さらにはトップリーグでの啓発うち

わ配布といった県ラグビー協会等の独自の取

り組みなど、県議会を初め県経済界、県民が

スクラムを組んでの誘致活動は、組織委員会

から高い評価を受けたところです。 

10月に開催希望申請、１月の現地視察を経

て、ことし３月２日には熊本県、熊本市を含

む全国12都市が開催都市として決定されまし

た。 

その後、５月12日には、組織委員会と開催

都市基本契約書を締結したところです。これ

は契約書と明記していますが、義務の履行に

関する詳細条件等は別途定めることとされて

おり、いわば大会開催に当たっての合意書と

位置づけられるものでございます。 

具体的には業務の定義やその項目が明記さ

れたもので、補充契約または運営計画などに

より、別途個別の権利義務関係が固まってい

く形となっています。 

施設整備等予算を伴うものは、レビューの

方向性などの方針が固まってきた段階で適宜

御報告し、御意見を伺いながら進めてまいり

たいと考えております。 

４ページをお願いいたします。 

次に、大会の概要について御説明いたしま

す。 

主催者はワールドラグビーで、この大会は

４年に一度開催されています。開催期間は20

19年９月から10月にかけて、約７週間の予定

です。 

参加チームは20チーム、試合数は合計で48

試合あります。具体的には、一般的にはグル

ープという言い方をするんですが、ラグビー

においてはプールという言い方をいたしてお

りまして、予選プールとして１プール５チー

ムで、４プールに分けその総当たり戦で40試

合があり、各プールの予選上位２チームが決

勝トーナメントに進出します。決勝トーナメ

ントでは３位決定戦を含めて８試合があり、

予選と合わせて合計48試合になります。 

次に、平成27年度の取り組みでございま

す。本年度は熊本市、県ラグビーフットボー

ル協会、関係団体とともにラグビーワールド

カップ2019組織委員会と協議しながら、開催

都市における業務内容、試合会場の運営等の

検討や大会の認知度向上に向けた活動を展開

することとしております。現在、東京の組織

委員会と協議していますが、熊本での試合概

要は平成29年・2017年の試合日程の確定後に

順次確定していくこととなります。 

また、組織委員会からは約40万に及ぶと言
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われる来日観戦者について、九州の開催都市

である福岡、大分と連携しながら、できるだ

け九州に取り込み、これらのインバウンド観

光客を、熊本が拠点となり周遊させるように

努めるなど、経済波及効果が最大となるよう

取り組みを検討していきたいと考えていま

す。 

 平成27年度はラグビーワールドカップ2019

推進事業として、６月補正で6,900万円を予

算要求させていただいております。今後、日

本開催の前回大会となるイングランド大会に

おいて、プロモーションや視察調査などを行

うこととしております。 

 本年度のスケジュールは、７月に仮称では

ありますが、熊本推進協議会の設立、本年９

月から10月にかけて、前回大会となるイング

ランド大会が開催されますので、現地におい

ては視察調査やロンドンでのジャパンプロモ

ーションによる出展、熊本においては日本代

表戦のパブリックビューイングを行う予定で

す。 

 また、女子ハンドボール世界選手権大会と

ラグビーワールドカップ2019ともに、共催と

なる熊本市と協調しながら万全の体制で大会

が迎えられるよう、大会開催に向けて準備を

進めていきます。 

 ラグビーワールドカップ2019熊本開催関係

の説明は、以上です。 

 次に、2020東京オリンピック・パラリンピ

ック競技大会関係について御説明いたしま

す。 

 ５ページをお願いいたします。 

 まず、経緯を御説明いたします。 

国などの関連の動きについても記載してお

りますが、県関係の部分を中心に御説明いた

します。 

推進体制について先ほど御説明しましたと

おり、平成26年３月に熊本県東京オリンピッ

ク・パラリンピックキャンプ誘致等推進本部

を設置し、ことし６月８日に熊本国際スポー

ツ大会推進本部に改編し、誘致段階から実行

段階へ歩みを進めることとしました。国際ス

ポーツ大会及びオリンピック・パラリンピッ

クのキャンプ誘致の成功に向けて、全庁を挙

げて取り組んでいくこととしております。 

６月１日には、県バドミントン協会ととも

にインドネシアバドミントン協会へのトップ

セールスを実施しました。内容としては、県

の概要やスポーツキャンプの環境について、

県バドミントン協会からは、全国的にも盛ん

な熊本のバドミントンの状況やインドネシア

とのつながりについてプレゼンテーションを

行いました。今後とも、お互いの交流の積み

重ねを強めていくこととしております。 

また、キャンプ誘致を希望する市町村との

連携を深め、今後の取り組みを円滑に進める

ために、６月15日に市町村に対して説明会を

開催しています。内容としては、組織委員会

が行う事前キャンプ候補地ガイドへの掲載等

についてです。これについては、後ほど御説

明いたします。 

６ページをお願いいたします。 

まず、概要について御説明いたします。 

まず、東京オリンピックについてです。 

開催時期は、平成32年７月24日から８月９

日までで、競技種目は現在決定しているもの

が、陸上競技、水泳、サッカーなどの28競技

となっております。 

東京オリンピックでの追加種目について

は、平成28年８月にリオデジャネイロで開催

するＩＯＣ総会で決定される見込みです。 

次に、東京パラリンピックについてです。 

開催時期は、東京オリンピック後の８月25日

から９月６日の間で、競技種目は陸上競技、

水泳、車椅子テニスなどの22競技となってお

ります。 

７ページをお願いいたします。 

次に、平成27年度の取り組みでございま

す。 

本県は⑴のキャンプ誘致と⑵の選手育成で
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構成されていますが、観光課からはキャンプ

誘致に関することについて御説明いたしま

す。 

国内外への情報発信や交流人口の増加な

ど、東京オリンピック・パラリンピック競技

大会の開催によりもたらされる効果を県内に

最大限取り込むため、キャンプ誘致に向けた

取り組みを推進いたします。 

平成27年度は、オリンピック・パラリンピ

ック誘致推進事業として、予算額は870万円

となっており、キャンプ誘致に向けた情報収

集、広報活動、招請活動等を行うとともに、

キャンプ誘致に主体的に取り組む市町村の活

動を支援することとしております。 

本年度のスケジュールについては、現在、

年度内に組織委員会の事前キャンプ候補地ガ

イドへの掲載に向けた手続を進めているとこ

ろです。このガイドに掲載されたものは、来

年８月のリオデジャネイロ大会で組織委員会

から海外の競技団体等に向けて、日本国内事

前キャンプ候補地として紹介されます。この

申請は県を通じて行うこととされており、年

度末までに行う必要がありますので、市町村

及び競技団体の意向をお聞きしながら取りま

とめを行っていきます。 

2020東京オリンピック・パラリンピックの

キャンプ誘致関係の説明は以上です。 

 

○溝口幸治委員長 平田体育保健課長。 

 

○平田体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 ７ページ中段⑵の、選手育成に関すること

でございます。着座にて説明させていただき

ます。 

 本事業は、2020年に開催される東京オリン

ピック・パラリンピックに関する選手育成で

ございます。出場可能性のある本県関係者を

集中的に育成し、多くの出場者を生み出すこ

とにより、本県スポーツの振興及び県民幸福

量の増大を図るものです。 

 体育保健課におきましては、①の東京オリ

ンピックに向けた選手育成を担当しており、

昨年度から3,000万円を予算化させていただ

き、45人を指定し国内外への合宿遠征や医科

学を活用した効果的なトレーニングに要する

経費等を補助しております。本年度の４月に

オリンピック実施28競技の競技団体に対し事

業説明会を開催し、先日、指定選手の選考委

員会を実施し、あす30日には指定書の交付式

を行うことといたしております。これを受

け、来年２月までの間で競技団体と県体育協

会により事業を推進することといたしており

ます。 

 2020年の東京大会では、より多くの本県関

係者が出場することにより、県民の皆様方に

元気と活力を与えることができるよう取り組

んでまいりたいと考えております。 

 2020東京オリンピック選手育成事業につい

ては、以上でございます。 

 

○溝口幸治委員長 障がい者支援課井上課

長。 

 

○井上障がい者支援課長 障がい者支援課で

ございます。着座にて説明させていただきま

す。 

 資料の８ページをお願いいたします。 

 障がい者支援課におきましては、②の東京

パラリンピックに向けた選手の育成・強化を

担当しております。 

 本年度の新規事業として、当初予算に1,50

0万円を計上しております。今後16人程度の

選手を指定し、合宿・遠征費の補助や医科学

を活用した効果的なトレーニングの提供など

を行うこととしております。 

 スケジュールといたしましては、先週末か

ら募集を開始いたしましたが、７月中旪まで

の間に障がい者スポーツ競技団体や学校等か

ら選手を推薦していただき、その後、選考委
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員会で選考を行い、８月中には選手の指定を

行う予定にしております。そして来年３月ま

での間に熊本県障がい者スポーツ文化協会や

各種競技団体において事業を実施することと

しております。2020年の東京大会に、より多

くの本県関係者が出場できるよう取り組んで

まいります。 

 障がい者支援課は、以上でございます。 

 

○溝口幸治委員長 満原観光課長。 

 

○満原観光課長 国際スポーツ大会を契機と

した地域活性化について御説明いたします。 

 資料の９ページをお願いいたします。 

 これまで御説明しました３つの審議事項に

共通する国際スポーツ大会を契機とした地域

活性化関係について、御説明いたします。 

 このイメージ図は、国際スポーツ大会や関

連の事業を一過性のイベントで終わらせるこ

となく、国際スポーツの力を熊本の幸せ実感

づくりをさらに加速するために活用したい、

そのためには大会の成功はもちろん、次世代

に引き継がれる有形無形の熊本の財産いわゆ

るレガシーの形成が重要と考えております。 

 具体的には、行政と経済界、学校、県民等

が一体となって開催準備及び円滑な運営、さ

まざまな資源の磨き上げ等の検討を行ってい

くこととします。これをレガシープログラム

として取りまとめていくことを予定していま

す。そして、各分野での実現を通して、それ

ぞれの分野で大会の成果として顕在化してい

くとともに、次世代への有形無形の財産とし

ての継承につながっていくことを表していま

す。 

 熊本の財産としてのイメージは、次の10ペ

ージをごらんください。 

 例として挙げておりますが、４つの分野で

例えばスポーツ振興では競技力の向上、競技

人口の増加、地域振興では国際人の育成、観

光振興では観光客の増加、受け入れ体制の整

備などのほか、健康福祉ではスポーツによる

健康増進等が上げられます。これは、世界ト

ップレベルのスポーツパフォーマンスに触れ

ることで、競技力の向上や競技人口の増加、

スポーツに親しむ県民の増加が図られるとい

うことであり、また熊本が誇る歴史・文化、

地域資源の磨き上げや、熊本ファンにつなが

るための広報の展開等により外国人旅行者の

誘致が進めば、県民の国際感覚の醸成が図ら

れ、国際人の育成につながることを目指して

いるということです。 

 そして９ページにお戻りいただき、見出し

をごらんください。 

 これらの事業は、先ほど説明いたしました

レガシープログラムとして取りまとめていく

ため、ハンドボール、ラグビー、オリンピッ

ク・パラリンピックそれぞれの頭文字を取

り、今後は「くまもとハロープログラム」と

して総称していきたいと考えています。 

 11ページをお願いいたします。 

 先ほどもそれぞれの項目の中で説明いたし

ましたが、今後のスケジュールについて、こ

の表を見ながら参考までに御説明いたしま

す。 

 まず、女子ハンドボール世界選手権大会に

ついては、現在５月からシンボルマークを公

募し、広報をあわせて行うということで大会

の盛り上げを図るとともに、この夏ごろには

組織委員会の設立を予定しております。その

準備を、ただいま進めております。また12月

には、デンマーク大会の視察を行う予定で

す。今後策定する基本計画、実施計画などに

先がけて、年度内には大会運営に係る基本方

針等を作成する予定としております。 

 その後、平成28年度に基本計画、平成29年

度に実施計画を策定し、プレ大会等を通じて

計画及び運営体制をテスト、評価、改善して

いきながら、より実効性の高いものにし、本

番に臨むこととしております。これにつきま

しては、ラグビーについても同様でございま
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す。 

次に、ラグビーワールドカップ2019につい

て御説明いたします。 

去る５月に基本契約を締結し、９月のイン

グランド大会における現地視察、熊本プロモ

ーション等について６月補正に上程している

状況です。 

今後、開催都市組織委員会の設置、試合運

営計画の策定等について東京の組織委員会と

協議していくこととしています。なお、開催

都市組織委員会の設置時期は未定ですが、遅

くとも平成29年ごろまでには設置する予定で

す。 

また、イングランド大会終了後には、個別

分野ごとの計画を策定していきながら、平成

29年度の試合日程の決定により大会の概要が

固まってきた段階で、運営計画を策定してい

くこととしております。試合カードが決定す

ると、より具体性が増し、ハンドと同様に大

会前にテストを繰り返しながら、運営計画を

更新し、本番に向けて着実に準備を進めてい

くこととしています。 

次に、東京オリンピック・パラリンピック

キャンプ誘致について御説明いたします。 

平成28年８月のリオ大会までは誘致に向け

た準備段階であり、事前キャンプ候補地ガイ

ドへ掲載に向けて、平成27年度は市町村説明

会、市長町村長等への意向調査、組織委員会

への申請に向けて取り組みます。また、リオ

大会以後は公式な誘致活動を展開し、平成30

年度はキャンプ地の受け入れ環境の整備に取

りかかることを予定しています。 

最後に、熊本国際スポーツ大会推進本部に

ついてです。 

６月に庁内の推進本部を立ち上げました

が、今後は熊本市を初め希望する市町村や競

技団体及び関係団体と連携した運営体制を整

備し、大会の成功及び有形無形の熊本の財産

づくり、いわゆるレガシーの構築に向けて取

り組んでいくこととしています。そのための

運営体制は、段階的に強化していくこととし

ています。前回の97年男子世界ハンドボール

選手権大会の際には、県、熊本市、県ハンド

ボール協会などと大変大がかりな組織で大会

運営に臨みました。しかし、今回は、2018年

にはハンドボールとラグビーのセットマッチ

及びプレ大会などが、2019年にはハンドボー

ルとラグビーの本大会、オリンピック・パラ

リンピックのプレ大会事前キャンプなどが、

2020年にはオリンピック・パラリンピックの

直前キャンプが開催される予定です。尐なく

とも３カ年にわたり大きな国際スポーツイベ

ントが続くこととなり、卖純に考えれば97年

の男子ハンド以上の運営体制を整備していく

必要があると思われます。それぞれの大会で

相乗効果が発揮できるよう、連携できるもの

は何かを早急に見極めながら経済界を初め市

町村や関係団体、学校、県民等が一体となっ

て準備を進め、大会を形づくっていくことが

できるよう、計画に取り組んでまいります。 

以上です。御審議のほど、よろしくお願い

いたします。 

 

○溝口幸治委員長 以上で説明が終わりまし

たので、議題ごとに質疑に入りたいと思いま

す。 

 まず、2019女子ハンドボール世界選手権熊

本開催に関する件について、何かありません

か。 

 

○荒木章博委員 ハンドボールの場合は、前

回、私も県議の１期生だったんですけれども

ね。ハンドボールは主要会場に、パークドー

ムに見に行ったわけですけれどもね。 

 これはデンマーク、ドイツと立て続けにあ

って日本・熊本という開催になるわけですけ

れども、大体、県の負担はどのくらい予算が

計上されるのか。それとあわせてＩＨＦから

どのくらいの補助があっているのか。 

 それと試合会場ですね、試合会場は実際決
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定をしているのか。前回はパークドームと市

の総合体育館、八代、山鹿市というふうに会

場があったと思うんですよね。できれば県内

いっぱいにわたって、このハンドボールの試

合は広げていって、県内で盛り上げていく、

県の市町村も協力をする、県单、県北、市

内、そういった中で主要会場はパークドーム

になるかもしれませんけれども、そういった

ことの考え方をまずお知らせいただきたいと

思います。 

 

○満原観光課長 まず開催経費等の県の負担

等でございますけれども、さきに19億円とい

う数値が日本ハンドボール協会から出されて

おりますが、これは誘致段階での大まかな概

算の数字でございました。後ほど試合会場に

ついての考え方を申し上げますけれども、各

地域との具体的な箇所決定がまずできて、な

おかつ大会基準というのがございます。例え

ば、試合会場としまして必要な基準としてメ

イン会場は8,000人、それから設定温度が18

度から23度というふうに決められておりまし

て、そうしますと、前回97年がハンドボール

があったんですけれども、それは５月でござ

いましたので、開催時期が11月から12月にか

けてということになりますと、仮設の暖房等

も必要となってきます。そういったものも含

めながらこれから検討していく形になってま

いりますので、現在のところ幾らぐらい計上

するかというのは、なかなか申し上げにくい

ところでございます。 

 参考までに申し上げますと、前回97年の男

子ハンドボール大会のときは約23億、県の負

担が９億5,000万ほどであったかと思いま

す。 

 それから試合会場についてでございますけ

れども、試合会場につきましてはこれからと

いうことが正直なところです。前回のパーク

ドームそれから熊本市総合体育館、八代市総

合体育館、山鹿市総合体育館という形で行っ

たわけですけれども、例えばパークドームに

つきましても、先ほど申し上げました暖房費

とかそういったもの等を含めますと、男子大

会のとき以上のものがかかったりします。そ

ういったものを含めて、市町村などの意向、

それも兼ねまして私どもきちっと意見を聞き

ながら決めてまいりたいということで、現在

のところはまだ、今後決定していくという形

になります。 

 また、ハンドボールにつきましては、デン

マーク大会がございますので、そういった視

察等も含めて、できる限りの情報等を収集し

まして、それに向けて絞り込んでいくという

作業になるかと思います。以上でございま

す。 

 

○荒木章博委員 熊本市は、たしかあの当時

は８億出したと思うんですよね。 

 だから、要するに市町村の負担も実際これ

は出てくるんですか。まず、それをお尋ねし

ます。 

 

○満原観光課長 開催市、前回においても負

担をいただく、例えば人を出すとか、そうい

ったものもありますし、熊本市等については

負担も前回もいただいておりますので。 

 ただ、今後はどういうふうな形でどの程度

の負担をするかといったら、今後打ち合わせ

しながら決定していくこととなると思いま

す。 

 

○荒木章博委員 いや私が今聞いたのは、市

は８億だったと思うんですけれども、それは

確認事項ですよ。いかがですか。 

 

○満原観光課長 前回大会に、熊本市負担金

は約８億負担いただいております。 

 

○荒木章博委員 それで、入場料収入という

のが、これは当然前回と比べて要るだろうと
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思うんですよね。それで、その入場料という

のは、ハンドボールの場合はどっちかという

とそんなに人気がないから高くは取れないと

思うんですよね。前回はどういうふうな入場

料の取り方、そしてどのくらいの収入があっ

たか、そこをちょっとお尋ねしたい。 

 

○満原観光課長 前回大会、男子ハンドボー

ル大会のときの収入は約１億6,300万収入が

あっております。試合でのチケットですけれ

ども、予選リーグで1,000円、前売券で1,000

円、当日券1,500円、それから決勝トーナメ

ント以降は前売券3,000円、あと当日券4,500

円だったかと記憶しております。以上でござ

います。 

 

○荒木章博委員 非常に、入場料が１億

6,000万ということは、割と尐ないですよ

ね。 

 そういったところで、やっぱり告知をしっ

かりやって入場料収入を上げていく。それ

と、それ以外の収入となるのは、ＩＨＦから

の補助、その他以外はないわけですか。 

 

○満原観光課長 各企業等からの協賛金もい

ただくことになるかと思います。ただ、それ

は現時点では、これからのことでございまし

て幾らという形では申し上げることはできな

いかと思いますが。 

 

○荒木章博委員 わかりました。 

 では、今から日本協会の補助もありますで

しょうけれども、デンマーク、ドイツ大会そ

れから熊本大会、もうこれは実際、熊本は経

験していますからね、そのノウハウをしっか

り。非常に、前回のときも私もほとんどの試

合見ていきましてね、３位決定戦そして決勝

戦ということで、３位決定戦のときはちょっ

と私もデモンストレーションにも出させてい

ただいたんですけれどもね、そういう思い出

があるんですけれども、ぜひ成功するために

も緻密な計画そして予算ですね、当該会場で

やるところの負担金とか、そういうのも確実

なものにして、４会場まだ決まってないとい

うことですから、それをきちんと決めて、や

っぱり予算化していければなというふうに思

っております。以上です。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにありませんか。 

 

○髙野洋介委員 ハンドボールですね、私、

恥ずかしながらハンドボールのルールがわか

りません。まず何人でするのかもわからぬと

いう、もう無知の状態からハンドボールを今

から勉強していかなきゃいけないんですけ

ど、多分一般県民の感覚として、割と私のよ

うな感覚の人が多いんじゃないかなと思って

いるんですよ。 

 で、今後入場収入を上げるためには、やっ

ぱりハンドボールに興味を持ってもらえる人

というのをどんどんふやしていかなければい

けない。幸いにしてまだ期間がありますか

ら、その周知はできるということなんでけ

ど、例えば小学校、中学校、高校で授業の一

環としてハンドボールを使って、ハンドボー

ルの競技を教えるような工夫をされるのか。

これまた次のラグビーにもかかってきますけ

ども、ラグビーもしかりですね。やっぱりハ

ンドボールというのは余りメジャーなスポー

ツではないんですけど、やっぱりここで、い

ろんな会場があって、それぞれ熊本県民が足

を運びやすくする、そしてそこで割と会場が

いっぱいになったら、やっぱり国際的には熊

本はしっかり取り組んでいるんだなというよ

うな評価もいただけるというふうには思うん

ですけど、先ほど言ったように、例えば学校

とかそういう授業の一環として教えるつもり

はあるのかなというのを教育委員会にお尋ね

したいんですけれども。 

 



第２回 熊本県議会 国際スポーツ大会推進特別委員会会議記録（平成27年６月29日） 

 - 12 - 

○平田体育保健課長 ハンドボールの授業に

つきましては、各小学校、中学校、高校と

か、ハンドボールということではございませ

んで、ゴール型競技という中の１つとしてハ

ンドボールもございまして、各学校が実態に

応じて実施をしているところでございます。 

 今後この大会を盛り上げるために、いろん

な取り組みが必要になってくるかと思いま

す。男子ハンドボールのときにも各スポーツ

教室あたりを開催しまして、オムロンの選手

が教室等を巡回したりとかもやっております

し、また、ことしの指導者を集めた実技講習

会の中でもハンドボール競技を取り上げてや

ったところでございます。今後この大会に向

けまして、授業の中での活用、そういったこ

とも検討してまいりたいと思っております。 

 

○髙野洋介委員 全部の学校で１回じゃなく

て、ハンドボールというのをぜひ教えてもら

って、せっかく国際的な最高レベルの大会が

あるので、そこに小さい子どもから興味を持

たせると、この競技人口自体もふえると思う

んですよ。ですからそこをぜひ。平田課長は

優秀な課長でございますのでできると思いま

すので、ぜひ今年度中までしっかり教育委員

会としての方針を固めて、するならする、し

ないならしないというのをぜひ前向きな取り

組みをよろしくお願いいたします。以上で

す。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにありませんか。 

 

○氷室雄一郎委員 今の御意見とちょっと関

連するんですけれども、この大会の認知度向

上に向けた取り組みを展開するということを

記載がされております。５月の20日からシン

ボルマークの募集は始まっておると思うんで

すが、もう７月の７日までですかね、募集状

況はどうなっていますか。 

 

○満原観光課長 シンボルマークにつきまし

ては、先週26日段階で21個の応募があってお

ります。 

 

○氷室雄一郎委員 今、御意見もございまし

た。なかなかハンドボール自体の認知度とい

いますかね、だから2１件ということですか

ね。あとわずかでございますけども、余り誘

致活動をやっておられる割には尐ないんじゃ

ないかと思いますけど、この辺もしっかり、

最初の取りかかりの段階でございますので、

アピールをしていただきたいと思います。 

 もう１点。 

 

○溝口幸治委員長 はい。 

 

○氷室雄一郎委員 それからデンマーク大会

があるんですけれども、ここは職員を派遣さ

れると思うんですけども、大体どのくらいの

……。概要だけ、ちょっと御説明してくださ

い。 

 

○満原観光課長 デンマーク大会につきまし

ては、１チーム８名の３班体制で開幕前、大

会期間中、閉幕後視察させていただきたいと

いうことで450万円ほど、県負担が450万、

県・市合わせて900万円ぐらいを予算計上さ

せていただいております。 

 

○溝口幸治委員長 いいですか。 

 ほかにありませんか。 

 

○早田順一委員 ハンドボールは、特に女子

は山鹿にオムロンがございまして、山鹿では

非常に盛り上がっているというか、試合もよ

くありますし、感謝祭も毎年行われておっ

て、山鹿に住んでいると割とハンドボールと

いうのは知っているんですけども、やっぱり

一歩外に出ると、髙野先生がおっしゃったよ

うにマイナーのほうじゃないかなという思い
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はあります。 

 オリンピックとかパラリンピックにすれば

自分の好きな種目がありますので見たりとか

するんでしょうけども、こういったハンドボ

ールに関しましては非常に、１つのスポーツ

でありますので興味がないとやっぱりなかな

か見ないということがあります。 

 その強化のことなんですけども、やはりそ

の選手の中に熊本県出身、もしくは、例えば

企業があるオムロンの選手が、やっぱり１人

でも２人でも多く出てもらうことが、また盛

り上がりもかなり違ってくると思うんです

よ。 

 前回の男子の大会もたしか１人か２人いら

っしゃったということでありますので、その

辺でも多分プラスアルファで盛り上がったん

だろうと思いますので、ぜひ強化のほうも、

まあお金をかければいいというわけでもない

のかなという思いもありますが、医学的とか

そういう面でもされるということであります

ので、ぜひ、余り言うと選手にプレッシャー

がかかりますのであれなんですけど、ぜひそ

ういう思いで予算もしっかりと組んでいただ

きたいというふうに思います。 

 それから、部長の御挨拶の中で、競技団

体、企業、学校にとどまらず広く県民の皆さ

ん方とも連携しということで、これから連携

については計画を立てていかれると思います

けども、現時点で特に県民の皆さん方と連携

する何かアイデアとか現時点であられるでし

ょうか。 

 

○満原観光課長 これから検討していくとい

うことといたしておりますけれども、例えば

97年の男子大会のときは一国一校運動という

形で、各出場国について学校のほうと接触さ

せながら盛り上げていくことといたしており

ました。やはり外国から来られる、外国の方

は選手だけではなくて、世界からお客様がお

いでになるということもありますので、そう

いった受け入れ環境等も民間の方々、宿泊施

設の方とか、そういった方々とも連携しなが

らやっていきたいというふうに考えておりま

す。以上です。 

 

○早田順一委員 ぜひ、そういったアイデア

募集というか、広くアイデアを募集していた

だいて、特にハンドボールとあとのラグビー

は、ぜひ募集していただきたい、アイデア募

集ですね、よろしくお願いします。 

 

大造委員 ちょっと基礎的なことなん

ですけど、競技人口が熊本県に一体何人い

て、日本に何人いて世界的には何人規模い

て、そして世界でもハンドボールが盛んな地

域とそうじゃないところとがあると思うんで

すね。では一体、何をもって成功とするの

か｡例えばヨーロッパの国の人が予測で何人

来てくれることを目標としているのか、熊本

県の地元の人がどれだけ見に行くのか、県外

からどれだけ来るのかと、そういうのはまだ

ないとは思うんですけど、もっとわかりやす

く数で明示していただければ、もっと膨らみ

のある議論ができるんじゃないかなと思いま

すが。 

 

○満原観光課長 なかなか現時点で数字とい

うのは難しいんですが、まずハンドボールの

競技人口でございますけれども、県内におい

ては平成25年、済みません県内だけしか資料

ないんですけども、約3,383名という形に登

録者がなっております。前回大会が、観客動

員数が29万人という形になっております。 

 今回、男子と女子の違いは、チーム数は一

緒の24チームなんですが、男子大会のときが

80試合、女子大会は88試合となって、８試合

多うございます。これは、予選リーグ敗退チ

ームが順位決定戦を行うということで８試合

多くなっているんですが、その分も含めて、

やはり男子と女子どちらが人気があるか私よ



第２回 熊本県議会 国際スポーツ大会推進特別委員会会議記録（平成27年６月29日） 

 - 14 - 

くわからないんですけれども、やっぱり男子

大会並みには尐なくとも観客動員ができるよ

うに、世界各国からお客様が来るように周知

活動を進めてまいりたいと思います。以上で

す。 

 

○溝口幸治委員長 いいですか。ほかにあり

ませんか。 

 

○荒木章博委員 実際、前回の大会のとき

に、ここに会場に見に行ったり、いろいろお

手伝いされた方というのは、何人ぐらいいら

っしゃいますか、ここの中に。（「見に行った

のは」と呼ぶ者あり）見に行ったのは、い

い。では、その中のスタッフで入られた方

は。３人、４人。やっぱり、できるだけ、や

っぱりそういう人たちが感じたものがあると

思うんですよ。私たちも感じたものがありま

すので、そういうところをやっぱり生かして

行かれると、その人たちが中心になって。こ

の委員会だけではなくて、よその課もおられ

ると思うんですよ、そういう手伝った方た

ち、前田さんを先頭にしてですね、当時の。

だから、そういうところもノウハウを使って

いくと、海外に行って現地を見るだけではな

くて、前回の反省点も幾つかあると思います

ので、それを取り上げていただければなと。 

 終わります。 

 

○溝口幸治委員長 ラグビーワールドカップ

2019熊本開催に関する件について、質疑を受

け付けます。 

 

○荒木章博委員 世界大会規模のやつを取る

ということで、スタジアムは初めて聞かれる

方もたくさんいらっしゃると思うんで、６万

人にするか３万2,000人にするかと、あのと

き熊本県は迷ったんですよ、実際。そのとき

に知事が私を呼ばれて、３万のほうにした

い。では、そうなると世界大会規模は取れま

せんよと私は述べたんですけれども、国家来

賓の最高の人を呼ぶのに、阿蘇山の見える方

向に聖火台がある方向ですということを説明

したいということでありますので、ＫＫウイ

ング、うまかな・よかなのスタジアム、ちょ

っと振ってあるんですよ。だから見られたの

は20秒ぐらいだったそうですけど、その後の

トランプのマークでは、世界のチケット券が

取れませんよとまで言ったんだけれども、み

つば・ダイヤ・ハートでやった。だから24年

に、平成24年の12月議会で、それは撤廃しな

ければ、もう世界大会は熊本では取れません

よとまで私は申し上げた。言って、今回1,60

0万ですか、で改修していただいたというこ

とで、皆さんの御努力でラグビーが取れた。

しかし、これは３万2,000では、要するにカ

テゴリーのチームでも最下位。なかなか難し

いと。何でかと言うと、東北の１万5,000の

会場でも、やっぱり東北震災の子どもたちに

見せてやろうという配慮もあるだろうし、そ

して花園ラグビー場がありますね、大阪のラ

グビー場があります、あのラグビー場があり

ますでしょう。だから大変に厳しい状況下に

あるんですよ、熊本は。そうしますと、収容

人数では  まあ質疑で言いましたけど、き

ちんと言えなかったもんですから、時間の都

合で  ８番目なんですよ。しかし、９番

目、10番目なんですよ、今。12会場ですか

ら。 

そうなりますと、Ａが４万人以上、Ｂが２万

人以上という、このエリアの中にはなかなか

難しくなってくるということで、どういうふ

うに、この前、２、３日前に組織委員会が、

ラグビーの組織委員会が来た。どういう判断

があったのか、ラグビー協会のほうで、組織

委員会のほうであったのか。もうこれでいい

ぞとか、もし8,000人ふやすのにベンチシー

トにするのか、きちんとしたシートにするの

か、そういう許可をハンドボール協会はどう

いうふうに意見が出たのか、それをちょっと
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お尋ねしたいと思います。 

 

○満原観光課長 まずカテゴリーＡ、Ｂ、Ｃ

という表現がなかなかなじみがないもんです

から、まずそれから簡卖ですが、御説明いた

します。 

 カテゴリーＡと申しますのは、上位ランク

10位以内のチーム、世界ランキング10位以内

のチーム同士、もしくは開催国が行う試合に

ついてカテゴリーＡといたしまして、ラグビ

ーワールドカップの組織委員会のほうとして

は、それは４万人以上の規模の会場で行うと

いうこととしております。カテゴリーＢが、

10位以内のチームとそれ以下のチームの試

合。カテゴリーＣが11位以下同士の試合とい

う形になっておりまして、カテゴリーＢが２

万人以上、カテゴリーＣが１万5,000人以上

という基準になっています。 

 本県につきましては、今委員がお話しにな

りましたように３万2,000人という形になっ

ています。 

 で、組織委員会のほうから調査に参りまし

て、意見交換をした。これはまだ精査ではご

ざいませんので、これからどういうふうな形

で、例えば４万人以上にするためにはどうす

ればいいかとか、そういったものは今後の調

査という形になっております。できる限りい

い試合を持ってきたいというのはありますの

で、ただ、その改修等に幾らかかるのかと

か、そういったものもございますので、そう

いったものを含めながら今後検討していくと

いう形になるかと思います。以上でございま

す。 

 

○荒木章博委員 ミスチルのコンサートがあ

ったときは、要するに３万2,000人は、みつ

ば・ダイヤ・ハートを仮設の番号で、Ａ、

Ｂ、Ｃでやって全国販売をした。しかし、こ

の経済効果は、新聞にも書いてありますけど

も、８月のコンサートで約５億円の経済効果

があった、そういうふうにうたってありま

す。 

 今から、もちろんラグビーもですけど、サ

ッカーを含めて、国際大会を取る場合には４

万人は常設しなければ私は取れないと思うん

ですよね。 

 そういった中で２年後にカードとか決まっ

てきますから、それまでに、やっぱりどうい

うふうにしてやるのかということを県が方針

を立てなければ僕はいかぬと思うんですよ、

きちんとした方針を。だから、きちんとした

方針をとったからこそ、ワールドカップの世

界大会が取れたわけでしょう、今回は。アル

ファベットに直したから。だから今回も１年

間工事にはかかるんです、最低。そうします

とサッカーの試合とか陸上の試合とか、あら

ゆる高校生のスポーツイベントもＫＫウイン

グ、うまかな・よかなスタジアムに入ってい

ますから、きちんとした県が早急に方針を立

てて、例えば２年後の何月何日から何日の１

年間常設をしますとか仮設をしますとか、や

っぱり言うのをきちんとしなければ、実際の

やつはできないと思うんですよ、大会は持っ

てこれないと思う。だからラグビーだけの大

会で終わるのか、それとも今後の国際大会を

取っていくのか、商工労働部長にお尋ねしま

す。 

 

○髙口商工観光労働部長 今後の国際スポー

ツ大会をどう取っていくのかということにつ

いては、現在いろいろ検討はさせていただい

ております。先般、一般質問でも答弁させて

いただきましたように、こういった国際スポ

ーツ大会というのは、県民の皆様方、子ども

たちも含めて、その子どもたちがいかに、何

というか、あってよかったなと思うことが大

事だと思っていますので、こういった、今す

ぐ県民の幸福量の最大化の観点と、それから

そのかかる費用等々勘案しながら、これから

私もしっかり検討してまいりたいというふう
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に考えております。 

 

○荒木章博委員 では、この件については最

後にですね。コンサートも含めて、非常にこ

のＫＫ、うまかな・よかなスタジアムは使い

にくいということで、今回整備をされた。そ

してまた、それには５億円の経済効果があっ

た。だから１つの世界大会とかコンサートと

か含めて、きちんとしたその５億計上があっ

たということは、知事は本会議場で答えられ

ているんですよ。ですね。だから、どういう

経済効果を生むのか、熊本に。だから日韓の

サッカーのときは大分会場と熊本会場だった

んだけれども、３万2,000人に落としたわけ

ですよ。６万人つくれば、日本サッカー協会

はゴーサインが出ていたんですよ。しかし、

そのときに知事を取り巻くそのメンバーが、

世界大会なんか、ワールドカップのというふ

うなことを言うもんだから、こんな結果にな

ったんですよ。だから、今部長判断ではでき

ないでしょうけど、やっぱり先がけてこの世

界大会を取っていくのか、今後あらゆる、サ

ッカーも含めて世界大会を取っていくのか、

そういったものをやっぱりきちんとしたもの

を持っていって、今後の、今、子どもたちに

夢の思いとか、そういうものを持っていくた

めにも、きちんとした経済効果のあり方をと

っていかないと、予算というのは出せない、

税金ですから。それをきちんとしていただき

たいということで、終わります。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにありませんか。 

 

○西聖一委員 施設の改修とあわせて会場の

周辺整備も当然入ってくると思うんですけ

ど、やっぱり駐車場の問題が一番大きいかな

と感じております。特にテニスコートの横の

一番大きい駐車場ですか、入るときは時間か

けて入りますけれども、帰りが終わったら３

時間ぐらいやっぱり出るのにかかっています

よね。一番北側の道路から抜ければいいとみ

んな思っているんですけど、これについては

土木部のほうからのり面が高過ぎるとか、警

察のほうからは規制上難しいという話は聞い

ていますけども、この回の大会を契機にぜひ

ともそこら辺を改修して速やかに撤収できる

ような形で、あそこの駐車場の整備をしても

らったらと思うんですけど、いかがでしょう

か。 

 

○緒方都市計画課審議員 都市計画課でござ

います。 

 昨年度、西委員がおっしゃいました駐車場

につきまして、ロアッソ戦の渋滞対策会議と

いうのを２回開きました。その中でメイン駐

車場でございますけれども、ラインを引き直

そうということで、ラインをまず引き直させ

ていただいております。その結果、793台を8

63台に一応ふやしながら、出入り口の渋滞の

一番の問題は、周辺道路とかそういう問題で

なくて出入口の問題だということで、一応話

をしまして、出入口をわかりやすくする中

で、菊陽方面に黄色のラインで導いて、そし

て国体道路方面に青色のラインで、間違いな

いように、出るときにわかりやすいようにラ

インを引き直しております。 

 その結果、今年度に入りまして一応メイン

駐車場からの出入りについては円滑に出てい

るような状況にはなっているところでござい

ます。 

 

○西聖一委員 そんな話じゃないと思うんで

す。きのうもロアッソの試合が終わった後、

あそこの撤収時がどれくらいあるかといいま

すかね、終わってから２時間、３時間という

話はよく出ますけども、いかがですか。 

 

○緒方都市計画課審議員 済みません、きの

うの件についてはちょっと聞いていません。 
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○西聖一委員 多分、大分行っている方は多

いと思いますよ。 

 

○溝口幸治委員長 じゃ、課題があるという

ことなので、この委員会はまだ今から続いて

いきますので、そこを西委員が指摘されたこ

とを深く踏まえて、きのうのロアッソのこと

だとか今後のことも踏まえて、そこは課題解

決に向けて今後のやっていくということで。 

 はい、ほかにございませんか。 

 

大造委員 女子ハンドボールでも共通

のことだと思うんですけど、キャンプ地とし

て熊本を各国代表が選んでくれたら非常に盛

り上がると思うんですね｡思い入れも、県民

もどこどこの国が……（「今ワールドカップ

ですよ」と呼ぶ者あり）ワールドカップです

よ、ラグビーも一緒ですけどね。キャンプ地

として熊本を選んでくれる国の目星とか、も

う、大体でいいんですけど、そういうのはあ

るんですか。 

 

○満原観光課長 キャンプ地につきまして

は、その誘致活動についてはこれからでござ

います｡ただ、市町村の意向等につきまし

て、今週中にまず出していただいて、それか

ら各自治体を回って市町村長等の方々の御意

向を伺うという準備を始めます。 

 それ以降いろんな動きを、例えば組織委員

会等のガイドに載せたりとかいろいろな努力

をいたす中で、やはりいろんな県出身の方々

に対して働きかけるというのがございます

し、こちらとしてはラグビーの開催地、試合

の開催地になりますので、そういったつてを

確実に利用しながらやっていくことになるか

と思います。現時点では、ございません。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

 

○重村栄委員 質問とか要望じゃないんです

けど、お願いなんですけど、ハンドボールの

認知度が低いんですけど、ラグビーも余り認

知度は高いスポーツじゃなくてマイナーなス

ポーツなんで、先ほどからいろんな意見交換

あってますけど、ラグビーなんですよね、ラ

クビーとおっしゃられた結構、名前すら正確

じゃないケースが結構多いので、その辺から

まず認知度を高めていただきたいなというの

を、これは委員の皆さん方にも執行部の皆さ

ん方にもお願いしておきたいと思います。 

 多分、今度ワールドカップあるときには、

県内の高校を卒業した人がジャパンの候補と

して今名前が上がってますので、私の地元は

非常に盛り上がる可能性あるんですけども、

ただ認知度が非常に低いんですよね、いずれ

にしても。ラグビーをやっているところは認

知度あるけど、そうじゃないところは認知度

がないというのが現実なんで、やっぱり認知

度をどう上げるかというのは、さっきのハン

ドボールも含めて、これはやっぱりある面で

は学校の中で広げることがまず一番大きいの

かなという気はしますので、そういった面で

教育委員会あたりも含めて、最近ボールゲー

ムいろんな方でされていますけども、そうい

った中である程度、今回はハンドボール、ラ

グビー、こういったところに尐し力を入れる

とか、そういったメリハリをきかせたことが

必要になってくるんじゃないかなという気が

しますので、その辺も頭に入れて取り組んで

いただければと思います。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○溝口幸治委員長 なければ、次2020東京オ

リンピック・パラリンピック競技大会に関す

る件について質疑を受け付けます。質疑はあ

りませんか。 

 

○荒木章博委員 今も出たんですけど、オリ

ンピック・パラリンピックのキャンプ地の誘
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致ということ。先般インドネシアに急遽対応

で皆さん方、県職13名、ほか経済界も行かれ

ましたけれども、年に１回インドネシアカッ

プというのが実際開催され、県の協会、バド

ミントンの協会、会員、余り盛り上がってな

かったんですよね。そういった中で、いきな

りインドネシアに行って、協会役員３人を連

れて行って交渉されたということなんです

ね。 

 インドネシアは、秋田、神奈川、静岡、熊

本、４つが希望して、秋田の知事が12月に行

っているんですよ、インドネシアに｡インド

ネシアの会長に会っているんです。それだも

んだから熊本も負けちゃならぬということ

で、一同でばあっと行かれたわけですよね。 

 そういった中で、やっぱりきちんとしたも

のをつかみきるためには、手段としては、今

私はまず第一に、ベルギーという国が日韓サ

ッカーのときに熊本にキャンプしたんです

よ。そして知事、市長を初め熊本県の代表団

20名を御招待されたんです。知事、市長はた

だだったけど、私は5万8,000円払ろたけど。

それでフィリップ皇太子の隣の席に私たちは

置かせていただいた。そしてお言葉もいただ

いて、熊本でキャンプありがとう。そしてそ

の皇太子はフィリップ殿下は今度国王になら

れた、亡くなられたから前国王が。だから、

そういうののタイプですよ、サッカーの。そ

れと天皇家で一番近いんですから、ベルギー

家というのは。イギリスを凌ぐ王室ですか

ら。その後は天皇陛下と食事をされたりと

か、されていましたけど。それで私たちはジ

ェット飛行機がチャーター機が来たから、迎

えまで行きました。だから、そういう何ちゅ

うか戦略というか、そういうのはお持ちであ

るのか。 

 もう一つはモンゴルの大使に電話入れまし

た。きょうの委員会があるから、２日前の夜

の11時ごろ電話入れまして、出られました。

公使が出られて、公使にも電話をやりまして

ね。そして今、熊本にどうですかて、モンゴ

ルは非常に強いのは、金メダルを持っている

のは柔道とレスリングなんです。それに相撲

は入りませんけど、相撲の人たちもだあっと

応援に行きますよ。だから「どうですか」と

話をしたら、もう実際３カ国、４カ国申し入

れがきていますと、公式文書で。そして、そ

の中に、そこを熊本がもし取るとするなら

ば、それに凌ぐ政策とか予算を出してくれと

言うんですよ、公式に。そうすると、７月、

８月はみんな休みで、大使たちは全部ふるさ

とに帰ります。ですから、もう最終版ですと

言っているわけだ。そういうところのノウハ

ウは、誰かがやらなきゃいかんでしょう。過

去にあった、熊本にキャンプしたところとの

コンセンサス、そのとき予算を幾ら使ったの

か。今後そういうところを取っていくには、

ただよその県の知事が行ったから、インドネ

シアに負けずにばあっと行っても、４カ月、

５カ月おくれてますよ。だから、やっぱそう

いうところをどういうふうに考えていくの

か、本当にキャンプを取ろうと思うなら。子

どもたちに夢と感動を、この試合を、要する

に熊本で本試合の前にいろんなデモンストレ

ーションマッチをやるには、やっぱどういっ

た経済効果が生まれるのか、どういう子ども

たちに夢と幸福量が渡せるのか。そういうの

は認識されていますか。お尋ねします。 

 

○満原観光課長 キャンプ誘致につきまし

て、現段階でははっきり動いているというの

は、６月１日に行きましたインドネシアだけ

でございます。キャンプ誘致の主な手段とし

ては、選手などへのアプローチというのがあ

るんでしょうけども、やはりキーパーソンを

つかみ取るというのは確かに戦略としては大

事なことかと思います。その点でインドネシ

アにおきましては、県出身の方がインドネシ

アで結構高い位置におられまして、その御紹

介で参りました。その際に、私たちも知りま
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せんでしたけど、各県や市が動いているとい

うことの情報を取っております。 

 キャンプ誘致につきましては、来年のリオ

オリンピック後、これからスタートするとい

うのはありますけども、ただ水面下でいろい

ろな動きがございますので、そういった情報

を取ることと、それから実際にキャンプを誘

致したいという市町村等の意向もきちんと把

握しながらやっていきたいというふうに考え

ております。 

 

○荒木章博委員 確かにわかります。ただ、

もう後半戦です。福岡は国自体を持っていき

ます。もう全く後半戦。サッカーの、この前

熊本でキャンプしたヴィルモッツ選手は、今

監督ですよ。ベルギーチームの監督ですよ。

何で、あれだけのパイプがあるのに、やはり

そういう人たちは歩まんで行かないんです

か。だから競技団体だけ、市町村だけという

ことではなくて、やっぱり友好協会があるわ

けでしょう、いろんな友好協会が、アメリカ

との協会、フランスとの協会。だから自分で

自慢して言うわけじゃないけど、私はフラン

スと、昨年フランスとイタリアとスペインと

総領事と大使とお願いしてきました。しか

し、もういち早くよそは動いています。現実

ですよ、それが。だから３流、４流の競技と

か、競技と言ったら失礼だけれども、知らな

い競技の国を持ってくるよりも、Ａクラスの

チームを持ってくると、この前のベルギーみ

たいに。だからベルギーに行ったじゃないで

すか、議員団で、お願いに。サッカー協会ま

で行きましたよ、私も。そういう議会を動か

せるような姿勢をとらなければだめでしょ

う、国に対しても。ただ、私たち議会が行っ

たときには、ベルギーは負けたんですよ。し

かしクロアチアとして今度は２位決定戦で２

位で勝ったから、熊本とはそういう議会もこ

れだけ友好協会もできてきたから、その御恩

返しをするためにということで熊本にキャン

プしたんです。だから熊本で試合をやって、

全日空で行って、そして全日空で、試合終わ

って帰ってきた、熊本へ。だから皇太子が、

アルファロメオに乗って、飛行機の中でアル

ファロメオを入れてやっぱりパーティーがあ

ったんですよ。だから、やっぱりそんな自慢

して言うんじゃなくて、そういう積極的で、

あなたたちだけでやろうと思うから間違うん

です。協会があり。だから例えばモンゴルの

あのバドミントンを指導しているのは、イン

ドネシア語がべらべらなんです。インドネシ

アに一番深いんです。しかし、そういうのを

無視しているじゃないですか。だから本当に

身のあることをやらないと。本会議場でやり

ますけどね、身のあることをやらないと、た

だね夢と感動をとか、委員会をつくって今か

ら協議されていくでしょうけど、やっぱきち

んとしたこの委員会に、そして成果を出すよ

うにやっぱやっていただきたいと思いまし

て、終わります。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

 

○西聖一委員 誘致の件で、またバドミント

ンの話をします。荒木委員が一番詳しいんで

すけども、実はモンゴルバドミントン協会

は、もう熊本にキャンプ誘致を申請していま

すよね。そのとき私も仲立ちしましたけど、

知事表敬もして、練習も会場もお世話になり

ますということで知事も了解している事項で

すけど、全然これ出てきてないというのがあ

ります。ほかの団体もあると思うんですよ

ね、細々かもしれませんけど期待というのも

あると思うんです。そこら辺の把握もしっか

りしていただきたいなというのと、実際キャ

ンプ誘致といいますけど、大会の直前の１カ

月ぐらいに入るのか、モンゴル協会はもう

５、６年かけて若い子育成を熊本でやりたい

というところもあるわけですから、そこら辺

の見極めというか、せっかくいいキャンプ誘
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致して引っくくってしてしまうと、委員おっ

しゃったように国と国でやるべきとか協会を

通してやるべきとかいろいろ出てくるので、

しっかり仕分けをしていかないと大変なこと

になるし、国と国の差別とか団体の差別をで

きるはずはないわけですから、そこら辺に一

定基準をしっかり設けてほしいなということ

が１点と、それから１年間だけ携わった中で

感じたのは、練習会場の確保とはすごく難し

いですね。メインスタンドとかメイン会場は

押さえていますけど、練習会場はなかなか押

さえられない状況があります。一般市民、県

民が使っている中に割り込めるかという話

と、それと利用料金、日本の料金を払える国

力を持った国ならいいけども、そうでない国

もおるわけですから、そういうところをちゃ

んと公平にできるのかと。 

 あともう１点は、これは国の関係ですけど

もビザですね。スポーツビザというのがオリ

ンピックに向けて国が多分今から整備してい

くと思いますけども、このキャンプ誘致のた

めのビザで来る期間とは限られているので、

そこら辺は誘致する側としてはどういうふう

にするのかというのはちょっと問題点がある

ので、十分検討してもらえたらと思います

が、何かコメントがあれば。 

 

○満原観光課長 委員がおっしゃるとおり、

いろんなパターンがあるかと思います。 

 キャンプ誘致につきましては、例えば、特

にオリ・パラ等につきましては誘致する側の

希望する団体も負担等が発生するかと思いま

す。そういったところも含めて、御意思を確

認するという作業を今いたしております。 

 先ほど、練習会場としての確保というとこ

ろも、現在その施設を調査いたしておりまし

て、それも提示できるような形になっており

ます。そういったことも含めて、自治体と連

携するということが大事かと思います。それ

は、もう十分力を入れてやっていきたいと思

います。以上でございます。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

 

○松野明美委員 初めて発言をさせていただ

きます。 

 私もソウルオリンピックとドイツの世界陸

上に出場させていただきました。あれから20

年以上たちましたが、今でも競技場に入った

瞬間のにおいも忘れることがなく、もう何一

つ忘れることはありません。それだけ、やは

りオリンピックとか世界陸上また世界大会と

いうのは、それぞれに感動で、本当に忘れる

ことができないものがあるのだなと、しみじ

みと思っております。私も、成功のために尐

しでもお役に立てればいいなと思っておりま

す。精いっぱい頑張りたいと思っておりま

す。 

 そこで、先ほどの資料にありました、この

７ページちょっとお願いします。 

 これは下のほうに、2020年東京オリンピッ

ク選手育成事業ということで3,000万円上が

っておりますが、この下から6段目に、合宿

遠征や医科学を活用した効果的なトレーニン

グに要する経費等に伴う補助を行うというの

が、大体私も理解をしました。 

 ただ、次の８ページにあります、真ん中あ

たりです｡2020年東京パラリンピック選手育

成強化推進事業で1,500万円上がっておりま

すが、この次の次の段に合宿遠征費の補助、

これはわかります。その次の、医科学を活用

した効果的なトレーニングの提供を行うとあ

りますが、本県の持つ優位性が生かせるよう

な具体的な例があるのでしょうか。教えてく

ださい。 

 

○井上障がい者支援課長 医科学を活用した

効果的なトレーニングということなんです

が、例えばメンタル面の強化ですとか、それ

と競技種目に応じたトレーニングの仕方です
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とか、そういったものを専門家の方たちから

指導してもらうというものでございます。 

 

○松野明美委員 それだけということです

ね。 

 

○井上障がい者支援課長 そういうことです

ね。それと栄養管理とかですね、そういうこ

とも含めた。 

 

○松野明美委員 ただ、現場の選手の方たち

からお聞きしますが、車椅子競技の練習場が

非常に尐ないと。練習のために県外まで行か

なくちゃいけないということで、真っすぐで

平坦で安全な道がなかなかないということ

で、ぜひ県民総合運動公園の先でやったりと

か白川の周りであったり、そういう練習の環

境をよくしていただけると非常にうれていと

いうことを聞きました。やはり練習場がよく

なると、一番の人が集まるのは口コミです。

指導者から指導者、また選手から選手への、

熊本のあそこは非常に車椅子競技の練習では

もってこいよとか、そういうような声を聞く

と絶対、選手たち、指導者は集まります。 

 ですから、そういう環境整備を、特にそう

いう車椅子競技の練習場が確保できるような

場所を整えていただくとうれしいなと思って

いるんですけけれども、検討あたりいかがで

しょうか。 

 

○井上障がい者支援課長 種目によって、い

ろいろと練習場所が異なってくると思いま

す。例えば、車椅子でもトラック競技であれ

ば水前寺競技場ですとか、うまかな・よかな

スタジアムとか、そういうところになると思

いますし、バスケットなどでいえば普通の体

育館なんですが、長嶺にあります身体障がい

者、福祉の専門の体育館がございます。そこ

で車椅子バスケットですとか卓球ですとか、

いろんな種目をなさっていらっしゃいます。

できるだけ一般の体育館などでも、そういっ

た練習ができるような環境が整っていけばい

いなというふうには思っております。市町村

あたりにも使いやすい環境を整えていただく

ように働きかけはしてまいりたいと思いま

す。 

 

○松野明美委員 ぜひ環境整備、練習の場所

の確保はぜひお願いしたいと思っておりま

す。 

 もう１件なんですが、以前、ちょうど１カ

月ほど前に私はＫＵＭＡＤＡＩマグネシウム

の視察のことで某会社のほうに視察に行って

まいりました。そのときに、ちょうど印象に

残っているのが、先端技術でありますＫＵＭ

ＡＤＡＩマグネシウムを使用した車椅子、レ

ース用の車椅子が置いてありまして、ちょっ

とさわっていいですか、持っていいですかと

言いまして持たせていただきましたときに、

もう私のこの体で軽く、片手で持てるように

軽かったんですね。お話を聞きますと、機能

病院の山本先生と１年ほど前からレース用に

使えないかということで、昨年度がたしか研

究段階、今年度から実験段階ということで、

実際、機能病院の山本先生が大会とかに出場

して、もしもタイムが伸びるとか、よかった

らほかの選手に紹介したいなということでし

た。ぜひ、こういう熊本ならではの先端技術

のＫＵＭＡＤＡＩマグネシウムなどを活用し

ながら、レース用の車椅子をつくられると、

非常に技術を世界にアピールできるような手

段の１つではないかなと思っておりますの

で、ぜひこういうところの検討もお願いした

いと思っております。 

（「ちょっと関連してお願いできます

か」と呼ぶ者あり） 

○溝口幸治委員長 はい。 

 

○重村栄委員 今、松野委員がおっしゃった

車椅子、不二ライトメタルが盛んにやってい
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ますけど、髙口部長は多分御存じのとおりで

すけど、今、車椅子のロードレースを含め

て、軽量化とかいうことで、スチールとかア

ルミとかあるいはそそういったもの以外か

ら、そういったものから今、炭素繊維を使っ

たものをずっと開発していますよね。かなり

高額らしいんですけど、それと匹敵するよう

な価値があるのかなと。ＫＵＭＡＤＡＩマグ

ネシウムは非常に軽いですよね、私も知って

いますけど。たまたま私の知り合いが開発に

かかわっているんですけども、熊本県内の産

業育成のためにも、そういったものを逆にＰ

Ｒして、選手のためでもあるんですけど、地

元経済のためにもそういったものは売り込む

必要が逆にあるんじゃないかなという感じが

しているんですけど、その観点からどうなん

でしょうか。 

 

○溝口幸治委員長 では、松野委員と重村委

員のをまとめて、髙口部長。 

 

○髙口商工観光労働部長 今ＫＵＭＡＤＡＩ

マグネシウムの活用につきまして、御意見を

いただきました。 

ＫＵＭＡＤＡＩマグネシウムは今２人の先

生がお話になったように非常に軽くて強度が

強い。ただ非常に高価なものですので、すぐ

に例えば車の材料に使うとかという状況では

ないものですから、まずそういう高価でも使

っていただけるところに今、販路を見つけよ

うとしていまして、そういった一環が車椅子

ですとか、それからあと義足ですとか、ちょ

っと医療機器とかの部材に今アプローチをか

けております。 

特に、こういった福祉機器は尐し高くても

使っていただける要素がありますので、従来

から、始めたころからこの分野は注目してサ

ポートというか、いろいろなところにお話を

させていただいておりますので、多分今の車

椅子の部分も県の産業振興課のほうの予算と

かで支援している部分でやらせていただいて

いると思いますけども、今後もしっかりと、

特にこういったパラリンピック向けに、あと

４年・５年ありますので、いろいろとアプロ

ーチをかけさせていただきながら、有名な選

手が使っていただければそれが広がっていき

ますので、ぜひ委員の皆様方の御意見をいた

だきながら、しっかりとそこら辺のところも

企業と一緒になりながらサポートしていきた

いと思います。 

 

○松野明美委員 まだ５年前ですから、オリ

ンピックまでに。この間はそういう話は出な

いです。大体、大会の１年から２年くらい前

から出てくるんですね。私もマラソンで世界

陸上に出ましたときに、１年ほど前から、10

0グラムあるかないかの軽いマラソンシュー

ズをつくっていただきました、特注で。そう

いうふうにユニフォームを改良するとかスパ

イクをとにかく軽くするとか、そういうふう

なことはだんだんと出てくるようになります

ので、ぜひそのあたりを、このあたりをちょ

っと進めていただくと、非常に熊本県という

アピールができるのではないかなと思ってお

ります。どうぞ、よろしくお願いいたしま

す。以上です。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

 

○氷室雄一郎委員 キャンプ誘致について

は、各市町村の説明会を６月の15日に終わっ

ているということです。それから各市町村の

意向調査を今やっておられると思うんですけ

ど、これ７月中に終わるんですか。 

 

○満原観光課長 各意向調査等につきまして

は、今週末、７月３日に締め切らせていただ

いております。それからデータを整理して、

各自治体の市町村長の方々にお話をさせてい

ただくという形にいたしております。 



第２回 熊本県議会 国際スポーツ大会推進特別委員会会議記録（平成27年６月29日） 

 - 23 - 

 

○氷室雄一郎委員 各市町村でもいろんなル

ートを持っておられると思うんですけども、

県も今からスタートですけども、各市町村で

それぞれユニークといいますか、特徴ある取

り組みをやっておられるところはあるんです

か。県よりも先行してやっておられるところ

は。 

 

○満原観光課長 県より先行してというとこ

ろは、なかなか情報は入っておりません。 

 ただ、例えばラグビーについては夏の大会

になりますので、その前で涼しいところ、我

がほうはどうかという、県央の町とかは一生

懸命されているという情報は入っておりま

す。 

 

○氷室雄一郎委員 いろんな、これから各自

治体も一生懸命取り組んでいかれると思う。

一元化ということは難しいかと思いますけど

も、各市町村と連携をしながら、効果的なや

っぱり誘致活動を展開していただければと思

っておりますので、その辺はこの意向調査が

終わりまして、総括をしていただいた上で今

後、県の取り組みが始まると思うんですけど

も、その辺はしっかり各市町村との連携をと

りながら、より効果的な活動が展開できるよ

うに、私のほうから要望しておきます。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

 

○重村栄委員 ちょっとラグビーにこだわっ

て済みません。私も学生時代にラグビーをや

っていたので、ちょっと変にこだわっている

んですけども。 

 車椅子ラグビー、ウェルチェアラグビーと

いうのがあるんですけども、荒尾にも日本代

表の選手がおりまして、乗松聖矢君というの

がいますけども、全日本クラスには長洲出身

の方もいらっしゃって、今、埼玉在住だと思

います。 

 そんな形で県内の関係者がいらっしゃるん

ですが、特に荒尾の乗松さんあたりの話を聞

くと、日ごろの練習の機会がないんですよ

ね。まず、その車椅子ラグビーというチーム

がないので練習する機会がないと。日ごろは

違ったスポーツをされているんですね、車椅

子で。こういう方の日ごろの練習のサポート

をこれからどうされるのか。多分、彼は全日

本代表で入っていくはずなんですけど、多分

この支援の体制でいくと、合宿とかそういっ

た遠征費だとかいうことのサポートになって

いるみたいなんですけども、その以前の日ご

ろの練習というのがどういうふうにサポート

されていくのかなと。非常に練習する機会も

恵まれない、そんな中でいろいろ努力をされ

ているんですが、そういったものをどうサポ

ートするのかなというのが非常に気になって

しょうがないんですよ。遠征だとかそういっ

たものは当然としても、やっぱりスポーツは

その遠征それだけではないんで、日ごろから

の積み重ねなので、そういった積み重ねをど

うってサポートしていくのかなというのが非

常に大事になってくるのかなと。ある面で

は、レアケースなんですね。ないところでそ

ういうスポーツをやっているということ自体

もレアケースなんですけど、でも、それが現

実として、全日本クラスの力を持っている選

手なので、そういったもののサポートもやっ

ぱり考えんといかぬのじゃないかなと思うん

ですよ。そういった点はどういうふうにされ

るのかなというのが、１点です。 

 それから７ページと８ページを見ていてち

ょっとよくわからないんですが、７ページの

下から６段目、医科学を活用した効果的なト

レーニングに要する経費等に対する補助とい

うのがあります。それから８ページには、パ

ラリンピックのところで、医科学を活用した

効果的なトレーニングの提供を行うと。片方

はトレーニングに要する経費等に対する補
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助、片方は、トレーニングの提供という言葉

の使い分けをしてあるんですが、これはどう

いうふうに違うのか、ちょっとお聞かせいた

だきたい。 

 

○井上障がい者支援課長 まず、最初の練習

の機会の確保についてでございます。 

 委員御指摘のように、車椅子ラグビーです

とか車椅子バスケットなど、県内に競技団体

がない競技がございます。こういった方たち

は、例えば福岡ですとかそういったところに

土・日に行って練習をされる、そういったこ

とをなさっています。 

 ですので、県として支援できるのは、交通

費とかそういったものに充てられるようなそ

ういう助成をする、そういったことになろう

かと思います。 

 それと、２番目の提供についてですが、私

どもが提供と言っておりますのは、この事業

を熊本県障害者スポーツ・文化協会のほうに

補助をいたしまして、そこが実施主体として

やっております。そのスポーツ文化協会のほ

うで、そういった医科学のトレーニングにつ

いて実施主体としてやっているということ

で、選手の皆さんに来ていただいて指導する

ということで、「提供」というふうな使い方

をしております。以上です。 

 

○平田体育保健課長 ７ページの、東京オリ

ンピック選手育成事業でございますが、経費

等に対する補助につきましては、県の競技団

体並びに県体育協会への補助でございます。 

 県の体育協会におきましては、ナショナル

トレーニングセンターによるメディカルチェ

ック、こういったもの。それから栄養サポー

ト、メンタルサポート、そういったものを行

います。 

 また、各競技団体におきましては個人への

専属のトレーナーの配置、こういったものを

行いますので、こういったものがここで申し

ております「医科学を活用した」というとこ

ろでございまして、そういった県体育協会そ

れから各競技団体への補助というのが事業で

ございます。 

 

○重村栄委員 障がい者の車椅子等の練習等

のサポートの件ですが、今まではされてない

ので、これからそういうふうな日ごろの練習

の、「遠征」とは言われませんで、練習に行

く、そういった交通費、これが対象に入って

くるというふうに受け取ってよろしいんです

か。 

 

○井上障がい者支援課長 指定選手について

はクラス分けをいたしまして、上限幾らまで

ということで助成金、補助金を支給いたしま

すので、その中で練習に行く費用も賄ってい

ただければ、それはそれで結構かと思いま

す。 

 

○重村栄委員 わかりました。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

 

大造委員 関連してなんですけど、過

去に強化選手に指定して結果はどうだったん

ですかね。金メダル。目標とかそういうのが

あるのかなというのを、教えてください。 

 

○平田体育保健課長 これ昨年度から事業を

やっておりまして、昨年度の成果といたしま

しては、来年開催されますリオデジャネイロ

のオリンピックのバレーボールの女子の日本

代表選手あるいはレスリング、フェンシング

の年代別の日本代表選手などがそろっている

ところでございます。 

 今後の目標といたしましては、これまでの

過去オリンピックは大体10人前後の選手が出

ておりました。東京オリンピックにおきまし

ては20人の選手を目標としているところでご
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ざいまして、そういったことから、その倍の

45人あたりを指定しまして取り組んでいこう

と思っているところでございます。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにございませんか。

（「関連で」と呼ぶ者あり） 

○松野明美委員 済みません。私たちのとき

にはＳランク、Ａランク、Ｂランク、Ｃラン

クというランクづけがありました。たしかＳ

はスペシャルということで、メダルを取れる

可能性がある選手、Ａが入賞できる選手、私

はその後だったんですけど、そういうふうに

ランクづけみたいなのはしてあるんでしょう

か、この選手で。おそらくしてあるのかなと

思うんですが、お願いします。 

 

○平田体育保健課長 この本県におきます45

人の指定選手につきましては、ランクづけと

いうのはしておりません。オリンピック出場

選手を目指すということでございまして、ラ

ンクづけはしてないところでございます。 

 

○松野明美委員 わかりました。 

 それはそれで多分私は大丈夫だと思います

が、ランクによって補助金が違うんですね。

やっぱり選手たちは尐しでも上に上がって頑

張っていこうというような、そういう気持ち

もやはりスポーツの中では大切ではないかな

と思います。私は無理してランクを付けてく

ださいとは言いませんが、そういうことを私

たちは経験しましたので、ぜひそういうこと

も参考にしていただくとうれしいです。以上

です。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

 

○荒木章博委員 私は関連して、氷室委員の

に関連してですね。 

 さっきの氷室委員のキャンプのことでまた

話がありましたのでね。先般、５月29、30、

31、世界大会が、日本武道館で剣道大会があ

りました。そのときに韓国選手と小丸１つ差

で日本が本当に勝利をもぎ取ったんですけど

もね、その前に韓国選手団が熊本の地でキャ

ンプをいたしました。そのときに西村選手、

山田選手、山田は高校生だったですけども、

山田と西村選手と強化チームとして試合に臨

みました。それには福岡県警、長崎県警、大

分県警、鹿児島県警の機動隊と一緒に韓国の

ナショナルチームと試合をさせた。そして５

台のカメラで韓国の選手団のベールを脱いだ

んですね。そして西村選手は韓国に、かなり

国際的に強くなった。強いのがおると、熊本

で。監督を初め執行部、コーチは全部来てい

ますので。上にナショナルチームが全部上

で、試合に出ずに全部見ていました、２日間

にわたって、韓国の技を。そういった一つの

何と言うかな、熊本でそういうことが起きた

ときに、熊本県は市合わせて50万円を合宿と

いうことで進呈をしたんですよね。そうでし

ょう平田さん。そこのところをちょっと聞か

せてください。 

 

○平田体育保健課長 熊本県で事前のキャン

プがございまして、そういったところには県

と市それから観光関係というようなところが

あって補助があったと思っております。 

 

○荒木章博委員 そこで、今、商工観光労働

部長に最後にお尋ねをしたいと思うんですけ

どね、これだけのキャンプ地を望んでいくと

するならば、何らかの、例えばベルギーが来

たときに、誰も知らぬでしょうから、予算を

つけて、あれは2,000万ぐらいついていたと

思うんですよ。そしてベルギーの滞在費とか

何とかを出しますということで、ベルギーに

行ったわけですよ。そういうきちんとしたも

のをしていかないと、私はもうさっき言った

ように後半戦の後半戦と言っているんです

よ。キャンプをします、どうしますとさっき
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から話もあっていたけれども、実際的に取る

ためには熊本県の姿勢を出さなきゃいかぬと

思うんですよ。その予算化を含めて、どう考

えられるかちょっとお尋ねします。 

 

○髙口商工観光労働部長 今、委員御指摘の

ように、キャンプ地の誘致については、まさ

にちょうど企業誘致と同じような状況になっ

ているんではないかなと、特に人気があるチ

ームとか強いところはそういう状況になって

いるのかなというふうに、私どもは認識して

おります。 

 そういった中で、個別のキャンプをどう確

保していくのかということに関しては、小規

模なものについては現在、予算のほうでもそ

ういったキャンプ地誘致の補助金は持ってお

ります。恐らく、今後そういった競争の中で

いろいろなケースが出てくると思いますの

で、ここら辺はちょっといろいろと、個別で

いろいろお話を聞きながら、キャンプの誘致

とかマイスとかいろいろ私たちも、いろんな

ツールがありますので、ここら辺を総合的に

勘案しながら、場合によってはそれでも足り

ないときには、いろいろと県議会のほうとも

また相談させていただきながら、なるだけ取

れるような方向で、またしっかりとやらせて

いただきたいというふうに考えております。 

 

○荒木章博委員 やっぱりチームを取る、そ

の国を取る、ある程度の国を取る、これは全

国望んでいますよ。そういった中で、資金力

がなくて取れるはずがないんですよ。だか

ら、やっぱりその環境整備はもちろんです

ね。しかし資金力でどんなふうな予算を組む

のかということを、今、骨格予算で決めない

と、重要政策費で落としよったっちゃ、それ

はだめですよ。だから、きちんと選択を決め

て、髙口さん、局長よかですか。私が言って

いるのは、そういったことでお願いしたいと

思います。終わります。 

 

○溝口幸治委員長 それでは、今の国際スポ

ーツ大会を契機とした地域活性化も含めて質

問が出たようですので、ほかに質問がありま

すか。 

 

○橋口海平委員 最後の11ページなんです

が、この女子ハンドボール世界選手権大会と

ラグビーワールドカップのプレ大会とテスト

イベントの開催と書いてあるんですが、これ

は特に何か目標というか、どの大会を取って

くるとか、そういうのはあるんでしょうか。 

 

○満原観光課長 現時点におきまして、目標

といいますか個別具体的なものはありません

けれども、例えばラグビーにつきましてはア

ジアの５カ国対抗ですかね、対抗が先日あり

ましたけれども、これは１都市で開催するも

のではなくて、１試合ごとに違う場所でやっ

て、多分ラグビーを広めるという意味もあっ

てかと思いますけど、そういったものがあり

ますので、そういったものを目指しながら着

実に本大会を実施できるようなプレ大会を実

施していきたいというふうに考えています。 

 

○橋口海平委員 要望ともなんですが、その

2019年は自国の大会なので、日本というのは

予選がもしかしたらないかもしれないんです

けど、やっぱり予選とかそういうものを引っ

張ってきていただいて、例えばアジアラグビ

ーチャンピオンシップですか、あれなんか多

分日本が優勝すると思うんですけど、それで

やっぱり日本が優勝してラグビーワールドカ

ップを開催することになったとか、そういう

のを九州の中で言うと、「敵」と言うとおか

しいんですけれども、福岡と大分がライバル

となってくると思うんですが、福岡はもうス

タンド席が２万ちょっとしかないので、大分

との戦いになってくると思うので、そういう

ところは鹿児島なんかともしっかり連携をと
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って、何で熊本でそういうカテゴリー、先ほ

ど荒木先生がおっしゃったような大会をする

必要があるのかというようなものも、ぜひ訴

えていっていただきたいと思います。以上で

す。 

 

○髙口商工観光労働部長 今ラグビーのこと

でいろいろございました。先ほど観光課長が

話しましたように、テストマッチというのは

非常に我々は重要視しております。前回ハン

ドボール世界大会のときにも、事前に２年間

ぐらいにわたってジャパンカップとか幾つか

のそういう大きな大会でテストマッチ的な形

でいろんな運営のノウハウとか、そこら辺も

使わせていただいたところがありますので、

そういった部分でも非常に我々大事だと思っ

ていますし、それから本大会の盛り上げとい

う部分でも非常に重要だというふうに思って

いますので、そこら辺は今委員の御指摘を踏

まえて、しっかりとやらせていただきたいと

思います。 

 

○溝口幸治委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 なければ、これで質疑を終了いたします。 

 今までの議論を通じて、もちろん執行部が

たくさん情報収集を積極的にやっていくのも

重要ですが、市町村それから競技団体あるい

はいろいろな協会だとか、そういう人たちか

らの情報提供ですね、それをやっぱり情報提

供してもらって、それを正しい情報なのか違

うのか、あるいはその情報を扱う上では利害

関係はどうなのかというのをちゃんと精査し

ならやっていくというのが大事だと思います

ので、たくさん情報提供をしていただけるよ

うな環境をぜひつくっていただきたいという

ふうに思っております。 

次に、閉会中の継続審査についてお諮りし

ます。 

本委員会に付託の調査事件については、審

査未了のため次期定例会まで本委員会を存続

し審査する旨、議長に申し出ることとしてよ

ろいでしょうか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○溝口幸治委員長 異義なしと認め、そのよ

うにいたします。 

 次に、その他に入ります。 

 私のほうから提案がございます。閉会中の

視察の件についですが、委員会で行う委員派

遣というのは、本来会議規則第81条により委

員会としてこれを議長に申し出ることとなっ

ております。しかしながら、緊急な委員会視

察が必要な場合に、委員会をそのたびに開催

するのが不可能な場合もあります。 

 そこで、委員長一任ということでよろしい

でしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○溝口幸治委員長 異義なしということです

ので、そのようにいたします。 

 ほかにございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○溝口幸治委員長 なければ、これをもちま

して本日の委員会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

  午前11時43分閉会 
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